











いると指摘されている (Frank & Ronald, 2002)。また，ジュニア選手への殴る，蹴る，立
たせる，正座を長時間させるといった体罰をはじめ (冨江, 2008)，多くの問題が運動部活動
の現場で散見されている。このような背景の中で，ジュニア選手はうつ病，不安症，摂食障






















































































 以上 7 つの研究を通じて，ジュニア選手の競技不安に関連する認知プロセスを明らかに
し，基礎研究に基づく介入プログラムの提案を行うことができた。本博士論文は，競技不安
で悩むジュニア選手への介入法を提案し，基礎研究に基づいて介入プログラムを開発する
モデルとして，臨床スポーツ心理学領域の研究の発展に貢献できると考えられる。 
(主査：佐藤寛 
副査：米山直樹・笹塲育子) 
 
